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洞爺湖町議会平成３０年９月会議一般質問 

質問議員 件     名 質 問 要 旨 備考 

１０番 

 大 屋   治 

 

１ 地域の特性を

生かした町づく

りについて 

 

 

 

⑴ 噴火する有珠山や津波災害にどう対峙するの

か。 

 ①役場職員は普段、どのような防災訓練をして

いますか。 

 ②避難先での諸問題を解決するための訓練は。 

 ③住民の避難先である旧花和小学校、旧成香小

学校、旧香川小学校、旧大原小学校の管理状態

は。 

 ④犬、猫などの小動物の避難はどうすればいい

ですか。 

 ⑤避難後の防犯対策に防犯カメラの設置は。 

⑵ 道道洞爺虻田線（月浦～洞爺市街の区間）の

新設整備について 

 ①交通安全施設の整備でバスの対面交通ができ

ますか。 

 ②連続 60㎜の降雨があっても通行できますか。 

 ③早急に新設、整備の取り組みはできないか。 

⑶ 特定外来種のアライグマやウチダザリガニに

ついて 

 ①アライグマの捕獲の取り組みは。 

②ウチダザリガニの調査や駆除期間中、プレジ

ャーボートや水上バイクの洞爺湖への乗り入れ

禁止にはできないか。 

 ③できれば全面禁止にできないか。 

⑷ 夕日ヶ丘パークゴルフ場及び道の駅あぷたの

整備拡充について。 

 ①早急に整備拡充ができないか。 

 ②道の駅あぷたは地域振興を図る上、出品者を

もっと増やせないか。 

 

① 
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洞爺湖町議会平成３０年９月会議一般質問 

質問議員 件     名 質 問 要 旨 備考 

６番 

立 野 広 志 

 

１ 情報共有と政

策意思形成過程

への住民参加に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 防災・減災対策

について 

 

 

 

 

 

 

３ 町営住宅の管

理・運営について 

  

⑴ 町民が自ら考え行動する「自治」を機能させ

るには、考える材料となる「情報」が不可欠で

す。 

役場が持つ情報と、同じ質・同じ量の情報が

町民に正しく伝わるならば、そこに様々な知恵

が加わり、「自治」が機能し始めると考えられる。

要は、情報共有が目的ではなく、共有した情報

を使って町民みんなで誇りの持てるまちをつく

ることが自治の目的であり形であると考える

が、町長の認識を伺う。 

⑵ 情報は、そもそも主権者である町民の財産で

ある。このため、情報は積極的に開示すべきも

のであり、行政には情報を開示する責任がある

と考えますが、町長の認識を伺う。 

⑶ 「情報共有と住民参加」のための具体策とし

て、これまでの取り組みと課題、今後の施策に

ついて伺う。 

⑴ 年２回の避難訓練が実施されてきたが、これ

まで検証結果や課題などの公表がされていない

のはなぜか。 

⑵ 次期噴火災害に備えた対応は万全か。 

・火山防災マップの全戸配布 

・避難計画の町民周知の徹底 

・地域別（自治会別）避難集合場所、避難所の

指定、要援護者の対応について 

⑴ 老朽町営住宅に対する町の考え方、入居者の

意向把握や懇談がどの様に行われてきたか。雨

漏りや不具合に対する対応はされているか。 

⑵ 住宅管理人の任用において、その役割と責任

の内容、待遇はどのようなものか。 

⑶ 入居者の遵守内容と対応について。 

 

 ② 

  

４番 

今 野 幸 子 

 

１ コミュニティ

バスなどの利便

性向上とバス待

合所（バス停）の

配慮について 

 

 

⑴ 必要とする人が利用しやすくするために、利

用者や今後利用したいと願う町民の意向をどの

ように把握し、改善されるのか。 

⑵ バス停に日よけや椅子、寒さを防ぐ休憩所の

設置をできないか。 

 

 ③ 
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洞爺湖町議会平成３０年９月会議一般質問 

質問議員 件     名 質 問 要 旨 備考 

４番 

今 野 幸 子 

 

２ ヘルプマーク、

ヘルプカードの

周知と普及につ

いて 

 

⑴ 全国的に「希望するすべての障がい者を安心

して地域で暮らせる社会づくり」を目指して、

さまざまな取組みを進めています。その取組み

の一環として、外見からは障がいがあると分か

らなくても援助や配慮を必要とされる方が、周

囲の方の援助を得られやすくなり、北海道など

もみんなで助け合う社会の実現を目指して、ヘ

ルプマーク及びヘルプカードの普及に取り組む

としています。町はこうした活動についてどの

ように認識しているのか。 

⑵ 現在までの周知と普及状況は。 

⑶ ヘルプカードをお持ちの方が、必要な配慮や

支援を得られやすくなるためには、この取組み

が広く住民の方に知っていただく必要がありま

す。配付とともに、普及啓発についてどのよう

に進める考えか。 

 

 ③ 

２番 

越前谷 邦 夫 

 

１ 防災力を高め

る町づくりにつ

いて 

 

 

 

 

 

 

２ 洞爺湖観光の

成長戦略につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑴ 未曾有の災害が発生している。災害に備える

日頃の取り組みが極めて重要である。西日本の

災害は人ごとではない。災害に強い対策、とり

わけ洞爺湖町は土砂災害警戒区域が３か所から

３月３０日付で新たに３６か所が指定された。

ハザードマップの確認、活用等指定区域住民へ

の周知はいかに。 

⑵ 有珠山噴火災害の教訓が生かされる防災対策

等の認識は。 

⑴ 国が胆振管内白老町に建設しているアイヌ文

化、復興拠点（民族共生象徴空間）２０２０年

開設に向けて進めている。洞爺湖観光を官民一

体となり、さらなる成長させなければならない。

その策を問う。 

⑵ 観光立町の町として自然や食材等の地方の魅 

力を発信し、洞爺湖産食材のブランド価値向上 

や経済の好循環させなければならない。その策 

は。 

 

 

 

 

 ④ 
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洞爺湖町議会平成３０年９月会議一般質問 

質問議員 件     名 質 問 要 旨 備考 

２番 

越前谷 邦 夫 

 

３ 交通安全対策

について 

 

 

⑴ 平成２９年３月１６日道道洞爺湖登別線眺湖 

通りが完成し、全線開通したが未だに横断歩道、 

信号機が設置されない。人身事故、物損事故も 

発生している。さらにはマンホール等の環境に 

より大きな音で悩んでいる住民は少なくない。 

何が原因で設置が遅れているのか。 

 

 ④ 

 


